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第 55 回 日本生化学会 中国・四国支部例会 

日時：平成 26 年 6 月 6 日（金）－ 7 日（土） 

場所：愛媛大学城北キャンパス南加記念ホール・校友会館（松山市文京町 3 番） 

 

6 月 6 日（金）   

9：00 受付開始（総合受付） 

9：30 一般講演 

南加記念ホール（A 会場）     校友会館 2F サロン（B 会場） 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

12：15 評議員会（校友会館 2F ミーティングルーム） 

13：45 特別講演（A 会場） 

15：00 シンポジウム「蛍光イメージングの新基軸」（A 会場） 

18：00  懇親会（校友会館 1F「カフェレスト セ・トリアン」）  

 

 

6 月 7 日（土）  

9：00 受付開始（総合受付） 

9：30 一般講演 

南加記念ホール（A 会場）        校友会館 2F サロン（B 会場） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

12：20 支部総会（A 会場） 

9：30－10：06 （1A01－1A03） 

座長：福田信治 

USB 接続時間： 9：20－9：30 

10：18－10：54 （1A04－1A06） 

座長：坂上倫久 

USB 接続時間： 10：06－10：18 

11：06－11：54 （1A07－1A10） 

座長：宍戸裕二 

USB 接続時間： 10：54－11：06 

9：30－10：06 （1B01－1B03） 

座長：阿野嘉孝 

USB 接続時間： 9：20－9：30 

10：18－11：06 （1B04－1B07） 

座長：渡辺誠也 

USB 接続時間： 10：06－10：18 

11：18－12：06 （1B08－1B11） 

座長：薬師寿治 

USB 接続時間： 11：06－11：18 

9：30－10：18 （2A01－2A04） 

座長：山下哲生 

USB 接続時間： 9：20‐9：30 

10：30－11：18 （2A05－2A08） 

座長：小森博文 

USB 接続時間： 10：18－10：30 

11：30－12：06 （2A09－2A11） 

座長：関藤孝之 

USB 接続時間： 11：18－11：30 

9：30－10：18 （2B01－2B04） 

座長：紙谷浩之 

USB 接続時間： 9：20－9：30 

10：30－11：18 （2B05－2B08） 

座長：久保貴紀 

USB 接続時間： 10：18－10：30 

11:30－12：06 （2B09－2B11） 

座長：高橋宏隆 

USB 接続時間： 11：18－11：30 
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特別講演・シンポジウムプログラム 

6 月 6 日（金）A 会場（南加記念ホール）13:45－17:30 

13：45－14：45  特別講演               座長：東山繁樹（愛媛大） 

 

水島 昇 

（東京大学大学院医学系研究科 分子生物学分野・教授） 

「オートファジーの生理的意義と分子機構」 

 

15：00－17：30 シンポジウム「蛍光イメージングの新基軸」 

  座長：堀川一樹（徳島大） 

今村健志（愛媛大） 

15：00－15：05 

はじめに （今村健志・愛媛大） 

15：05－15：40 1S01 

堀川一樹 

（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部  

総合研究支援センター バイオイメージング研究部門・教授） 

「生理機能を可視化する FRET プローブの開発」 

15：40－16：15 1S02 

上岡 寛 

（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 歯科矯正学分野・教授） 

「骨組織の動態を探る蛍光イメージング」 

16：15－16：50 1S03 

今村健志 

（愛媛大学大学院医学系研究科 分子病態医学講座・教授） 

「２光子励起顕微鏡を駆使した生体蛍光イメージング」 

16：50－17：25 1S04 

齋藤 卓 

（愛媛大学大学院医学系研究科 分子病態医学講座・研究員） 

「蛍光イメージングと数理モデル 

～Fucci と数理で見る発生のパターン～」 

17：25－17：30 

おわりに （堀川一樹・徳島大） 
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一般講演プログラム 

（時刻は演題開始時刻；下線演者は学術奨励賞の候補学生） 

6 月 6 日（金）A 会場（南加記念ホール）9：30－11：54 
 

1A01－1A03 発表者の USB 接続時間 9：20－9：30 
 
9：30 1A01 

βPix による Nox1 の活性化と Ser-340 リン酸化の役割 
○三原達也，階戸悠貴，片岡良介，武智健斗，田村実 
（愛媛大・院理工・応化・分子生命化学） 

9：42 1A02 
 細胞外から加えた O2

-により誘導される Caco-2 の細胞死 
○藤林弘之輔 1，吉岡佑樹 1，亀田健治 2，刀祢重信 3，田村実 1 
（1愛媛大・院理工・応化，2愛媛大 INCS 重信，3川崎医大・生化） 

9：54 1A03 
 CUL3 は多様な血管新生制御遺伝子の発現を制御する 

○坂上倫久 1，東山繁樹 1,2 
（1愛媛大学大学院医学系研究科生化学・分子遺伝学分野， 
2愛媛大学プロテオサイエンスセンター細胞増殖・腫瘍制御部門） 

 
1A04－1A06 発表者の USB 接続時間 10：06－10：18 

 
10：18 1A04 
 小胞体ストレスセンサーBBF2H7 の発現は Sox9 によって制御される 

○日野健太，齋藤敦，金本総自，高井知子，今泉和則 
（広島大学大学院・医歯薬保健学研究科・分子細胞情報学） 

10：30 1A05 
Loss of Nucling promotes delayed mammary gland involution through suppression of NF-κB 
and STAT3 
○Huy Van Dang1, Takashi Sakai2, Tuan Anh Pham1, Diem Hong Tran1, Kazuko Yorita1, Yuji 
Shishido1 and Kiyoshi Fukui1 
（1The Institute for Enzyme Research, the University of Tokushima, 2The Institute for Health 
Sciences, Tokushima Bunri university） 

10：42 1A06 
 ヘムオキシゲナーゼ-1 遺伝子の熱ショック応答 

○赤木玲子，草本彩香，迫谷綾香，志和美咲，武岡洋子，前原悠里，井上幸江 
（安田女子大学・薬学部・遺伝子化学分野） 
 

1A07－1A10 発表者の USB 接続時間 10：54－11：06 
 
11：06 1A07 
 改変 U1snRNA によるヒトカテプシン A スプライス異常修復の試み 

山﨑尚志 1,2，○田中翔子 1，金澤慶祐 1，伊藤孝司 1,2，南川典昭 1,2，滝口祥令 1,2 
（1徳島大学薬学部，2徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部） 
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11：18 1A08 
 EGF 受容体シグナル伝達経路の活性化強度変動による乳腺細胞間 

接着制御機構 
○福田信治 1,2，福田(西田)尚代 2，東山繁樹 1,2 
（1愛媛大学 プロテオサイエンスセンター 細胞増殖・腫瘍制御部門， 
2愛媛大学 大学院 医学系研究科 生化学・分子遺伝学分野） 

11：30 1A09 
 EGF ファミリー増殖因子-EGF 受容体シグナル伝達経路が制御する 

乳腺細胞形質の可逆的変換制御機構 
○福田(西田)尚代 1，福田信治 1,2，東山繁樹 1,2 

（1愛媛大学 大学院 医学系研究科 生化学・分子遺伝学分野， 
2愛媛大学 プロテオサイエンスセンター 細胞増殖・腫瘍制御部門） 

11：42 1A10 
 疾病時における細胞内シグナルネットワークの解析 

○磯田武志 1，長谷川絢美 1，犬山久之 1，山下藍 2，村上真緒 2， 
白榊紘子 2，山本由紀子 3，山本和彦 1 

（1近畿大･工･院，2近畿大･工，3近畿大･ライフサイエンス研） 
 
 

6 月 6 日（金）B 会場（校友会館 2F サロン）9：30－12：06 

 
1B01－1B03 発表者の USB 接続時間 9：20－9：30 

 
9：30 1B01 
 細菌のトランス-3-ヒドロキシプロリン代謝経路の解明 

○渡辺誠也 1，谷本佳彰 1，山内清司 2，戸澤譲 2，渡部保夫 1 
（1愛媛大・農，2愛媛大・プロテオサイエンスセ） 

9：42 1B02 
 ソルボース高温発酵・適応育種株の一塩基挿入による高温適応 

メカニズムの解析 
服部浩美 1，○薬師寿治 1，松谷峰之介 1，足立収生 1，外山博英 2，松下一信 1 
（1山口大・農，２琉球大・農） 

9：54 1B03 
Acetobacter pasteurianus SKU1108 の 2 つの膜結合型アルデヒド脱水素酵素の精製および

特徴付け 
○新納俊，児玉知大，松谷峰之介，片岡尚也，薬師寿治，松下一信 
（山口大学 農学部） 

 
1B04－1B07 発表者の USB 接続時間 10：06－10：18 

 
10：18 1B04 
 コレステロール依存性細胞溶解毒素の膜孔形成活性に及ぼす糖の影響 

○田端厚之 1，竹田望 1，玉岡雅章 1，友安俊文 1，高尾亞由子 2，前田伸子 2，大國寿士 3，

長宗秀明 1 
（1徳島大院・STS・ライフシステム，2鶴見大・歯・口腔微生物，3保健科学東日本総合研） 
 
 



 

5 
 

10：30 1B05 
 Streptococcus intermedius が保有する多基質酵素 “MsgA” の性状解析 

○友安俊文，今木英統，田上千遥，山本直輝，田端厚之，長宗秀明 
（徳島大院・STS・ライフシステム） 

10：42 1B06 
 アメフラシのラミナリン分解システム 

○桑村修司，白石将孝，大島美紀，馬庭沙織，湯浅恵造，辻明彦 
（徳島大学・工学部・生物工学科） 

10：54 1B07 
 アメフラシβ−グルコシダーゼの構造解析 

○白石将孝，桑村修司，馬庭沙織，大島美妃，湯浅恵造，辻明彦 
（徳島大院・STS） 

 
1B08－1B11 発表者の USB 接続時間 11：06－11：18 

 
11：18 1B08 

金属イオン依存性プロテインホスファターゼ 1B (PPM1B)各アイソフォームの比較解析 
○樫村明理，渡辺真以，馬場裕美，小野内貴士，亀下勇，末吉紀行 
（香川大・農・応用生物科学） 

11：30  1B09 
Ca2+/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼホスファターゼ(CaMKP)の機能解析 
○小野内貴士，馬場裕美，亀下勇，末吉紀行 
（香川大・農・応用生物科学） 

11：42 1B10 
GM2 蓄積症の新規治療薬開発を目指した機能改変型ヒトβ-ヘキソサミニダーゼの作製と

評価 
○北風圭介 1，田崎智佳子 1，水谷安通 1，神谷真子 2，浦野泰照 2， 
伊藤孝司 1 

（1徳島大院薬 創薬生命工学， 2東大院医 生体情報学） 
11：54 1B11 

トランスジェニックカイコ由来ヒトリソソーム酵素の分子特性解析と化学酵素法に基づく

人工糖鎖修飾 
○西岡宗一郎 1,6，小林功 2,6，原園景 4,7，久保勇樹 5，真板宣夫 3， 
池戸駿介 1，東哲也 1，辻大輔 1,6，瀬筒秀樹 2,6,7，町井博明 2,6， 
石井明子 4,7，川崎ナナ 4,7，伊藤孝司 1,6,7 

（1徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部・創薬生命工学分野，2（独）農業生物資

源研究所・遺伝子組換え研究センター・遺伝子組換えカイコ研究開発ユニット，3徳島大学

疾患酵素学研究センター，4 医薬品食品衛生研究所・生物薬品部，5(株)増田化学工業， 6 農

林水産省アグリヘルス実用化研究促進プロジェクト，7厚生労働省（財）ヒューマンサイエ

ンス振興財団・政策創薬マッチング研究事業） 
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6 月 7 日（土）A 会場（南加記念ホール）9：30－12：06 
 

2A01－2A04 発表者の USB 接続時間 9：20－9：30 
 
9：30 2A01 
 出芽酵母液胞アミノ酸トランスポーターAvt1 の機能解析 

○刀根潤一 1，山中敦詞 1, 村尾奈美 1，河田美幸 1, 2，関藤孝之 1, 柿沼喜己 1, 2 
（1愛媛大学農学部，2愛媛大学総合科学研究支援センター） 

9：42 2A02 
酵母液胞アミノ酸トランスポーターAvt4 の活性調節に関わるアミノ酸残基 
○石本晶也 1, 佐藤有美香 1, 村尾奈美 1, 本藤加奈 1, 河田美幸 1,2, 関藤孝之 1, 柿沼喜己 1,2 
（1愛媛大学農学部, 2愛媛大学総合科学研究支援センター） 

9：54 2A03 
 出芽酵母 YPQ 遺伝子の機能解析 

○真鍋邦男 1，村尾奈美 1，中村恭輔 1，河田美幸 1,2，関藤孝之 1，柿沼喜己 1,2 
（1愛媛大学農学部，2愛媛大学総合科学研究支援センター） 

10：06 2A04 
Expression of recombinant T-cell epitopes of major Japanese cedar pollen allergens fused 
with cholera toxin B subunit in Escherichia coli 
○Van Vinh HOANG, Yanshuang ZOU, Keiichi ENOMOTO 
（School of Environmental Science and Engineering, Kochi University of Technology） 
 

2A05－2A08 発表者の USB 接続時間 10：18－10：30 
 
10：30  2A05 
 家族性 ALS 発症原因タンパク質 SOD1 G93A 変異体の apo 化による 

立体構造とアミロイド線維形成の特性変化 
○安藤瑞歩，井田昌孝，本郷邦広，溝端知宏，河田康志 
（鳥取大院・工・生物応用） 

10：42 2A06 
 Apoptosis-inducing factor 依存的細胞死の制御機構の解析 

○山下哲生，橋本剛，五十嵐淳介，平野勝也，小坂博昭  
（香川大学 医学部 自律機能生理学） 

10：54 2A07 
 HepG2 細胞におけるω‐ヒドロキシ脂肪酸の代謝 

○今井千種 1，前田雄介 1，大前芙美子 2，西山裕子 1，菊田安至 1,2 
（福山大学工学生命工学部・1生命栄養科学科，2応用生物学科） 

11：06 2A08 
GPI-アンカー型 HRP 融合タンパク質を用いる EMARS 法による脂質ラフトの分別 
○山口亜利沙 1,2，小谷典弘 3，本家孝一 1,2,4 
（1高知大医・システム糖鎖教育研究センター，2高知大医・先端医療学推進センター，3埼

玉医科大・生化学, 4高知大医・生化学） 
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2A09－2A11 発表者の USB 接続時間 11：18－10：30 
 
11：30  2A09 
 マルチ銅酸化酵素 CueO の構造解析 

○小森博文 1,2，片岡邦重 3，樋口芳樹 4,2，櫻井武 3 
（1香川大学，2理研，3金沢大院自然，4兵県大院生命理） 

11：42 2A10 
酵母 HSP 遺伝子の転写において転写コアクチベータの必要性は HSE 配列によって 
変化する 
◯松尾由美，林靖志，小川真実，橋川直也 
（岡山理科大学大学院理学研究科臨床生命科学専攻） 

11：54 2A11 
 中枢神経系における D-アミノ酸酸化酵素遺伝子の発現誘導機構の解析 

○森本佳奈 1,2，宍戸裕二 1,3，Diem Hong Tran1，Trinh Thi Thanh Huong1， 
曽我部浩史 1，頼田和子 1，福井清 1 
（1徳島大・疾患酵素研・病態システム， 
2徳島大・疾患酵素研・酵素学教育講習，3徳島大・医・Student Lab） 

 

 

6 月 7 日（土）B 会場（校友会館 2F サロン）9：30－12：06 
 

2B01－2B04 発表者の USB 接続時間 9：20－9：30 
 
9：30 2B01 
 脱ユビキチン化酵素 CYLD をユビキチン化により分解する E3 リガーゼ 

の同定 
○上松篤史 1，高橋宏隆 1，竹田浩之 1，徳永文稔 2，澤崎達也 1 
（1愛媛大・プロテオサイエンスセンター，2群馬大・生調研・分子細胞制御） 

9：42 2B02 
コムギ無細胞タンパク質合成系を用いたHCVプロテアーゼにより切断される宿主因子の探

索とその機能解析 
○池田恭介 1，室井敦 1， 高濱正吉 1，根本圭一郎 1，高橋宏隆 1， 
竹田浩之 1，鈴木哲朗 2，脇田隆字 3，澤崎達也 1 
（1愛媛大・プロテオサイエンスセンター，2浜松医科大学医学部， 
3国立感染症研究所） 

9：54  2B03 
 無細胞タンパク質合成系を用いた新規高親和性ペプチドタグの開発 

○矢野智也 1，竹田浩之 1，小澤龍彦 2，村口篤 2，澤崎達也 1 
（1愛媛大・プロテオサイエンスセンター，2富山大・医学薬学研究部） 

10：06 2B04 
コムギ無細胞系を基盤としたリポソーム-細胞融合型膜タンパク質評価系の開発 
○前田康二，竹田浩之，澤崎達也 
（愛媛大・プロテオサイエンスセンター） 
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2B05－2B08 発表者の USB 接続時間 10：18－10：30 
 
10：30 2B05 

コムギ無細胞タンパク質合成系を基盤とした甘味受容体機能解析のための技術開発 
○栄谷紘一 1，竹田浩之 1,2，小澤龍彦 3，村口篤 3，三坂巧 4，澤崎達也 1 
（1愛媛大・プロテオサイエンスセンター，2愛媛大・APL， 
3富山大・院・医学薬学研究部，4東京大学大学院・農学生命科学研究科） 

10：42  2B06 
 導入プラスミド DNA の特異的ヒストン修飾による発現上昇 

○西原実香 1，神田元紀 1,2，山門振一郎 1，原島秀吉 2,3，紙谷浩之 1,2,3 
（1愛媛大・院・理工、2北大・院・薬、3 JST・CREST） 

10：54 2B07 
 ファージ DNA を用いた tailed duplex の作製と標的遺伝子の配列変換 

○西垣奈津希 1, 池田彰弘 1, 湯川誠也 1, 守田由子 2, 中津可道 3,  
續輝久 3, 原島秀吉 2, 紙谷浩之 1,2 
（1愛媛大・院・理工, 2北大・院・薬, 3九大・院・医） 

11：06 2B08 
 酸化 DNA 損傷による変異誘発と WRN、DNA polymeraseλ 

○牧野哲明 1，黒川正大 1，小林三和子 2，松岡一郎 2，紙谷浩之 1,2 
（1愛媛大・院・理工，2松山大・薬） 

 
2B09－2B11 発表者の USB 接続時間 11：18－10：30 

 
11：30 2B09 

ルシフェラーゼを発現する慢性骨髄性白血病細胞（K562‐Luc）に対する BCR/ABL 遺伝子

を標的とした RNAi 効果について 
○奥野まや，原田有希，久保貴紀，近藤真一，瀬山敏雄 
（安田女子大学 薬学部 分子細胞生物学） 

11：42 2B10 
 不飽和脂肪酸結合型 siRNA による効果的な遺伝子発現抑制効果 

○森千花，四ヶ所悠紀，久保貴紀，近藤真一，瀬山敏雄 
（安田女子大学 薬学部 分子細胞生物学） 

11：54 2B11 
 パルミチン酸修飾 DsiRNA の in vivo での遺伝子発現抑制効果 

○久保貴紀，奥野まや、四ヶ所悠紀、原田有希，森千花，瀬山敏雄 
（安田女子大学 薬学部 分子細胞生物学） 


